
令和８年度第１回社会教育委員会・公民館運営審議会 次第 
 

日時：令和８年５月２５日（月曜日）   

午後３時から午後５時１５分まで 

会場：中央公民館 大ホール      

 

 

１ 委嘱状交付 

 

２ 市民協働推進部長あいさつ 

 

３ 委員及び職員の自己紹介 

 

４ オリエンテーション 

「長岡市の公民館と社会教育について」（オリエンテーション資料） 

 

５ 議題 

（１）正副委員長の選出及び研修委員長の選任について 

（２）令和８年度長岡市社会教育の基本方針及び各担当課の事業紹介について 

（資料１～資料３） 

（３）長岡市社会教育委員会の活動及び自主研修の進め方について（資料４） 

 

６ その他 

  

 



令和８年度 長岡市社会教育の基本方針 

 
 
 
 

 
＜ 重 点 施 策 ＞ 

１ 市民の自主的な学習活動の支援 
①人材バンク「まちの先生」や、生涯学習ガイドブックを通じたまなびの情報提供 →文化振興課生涯学習担当 

②課題解決に向けた図書館資料及びサービスの充実と利便性の向上 →中央図書館 

③博物館の資料活用と情報発信 →科学博物館 

 

２ 多彩なまなびの提供と人材育成 
①多様化する市民のまなびのニーズやステージに応じ、高等教育機関や企業などと協働した、既存の生涯学習や

社会教育の枠にとらわれない各種講座の充実 →まちなかキャンパス長岡 

 ②学んだ成果を地域に還元できる人材の育成 →まちなかキャンパス長岡、中央公民館 

 

３ 世代を超えた交流と、市民協働による地域力を生かしたコミュニティ活動の推進 
①コミュニティ活動推進組織の活性化の支援 

②地域コミュニティ活動の推進 

③地域における交流・活動拠点施設の整備 

 

４ 家庭や地域の青少年育成機能の強化と、青少年が自ら主体的に行動できる力の育成 
交流・体験学習活動や地域における青少年育成活動の推進及び人材育成の充実 → 

 
５ 文化・芸術を市民の身近なものにするための文化振興と、文化財保護の推進 

①市民の主体的・創造的な文化活動への支援、中学校部活動の地域展開を契機としたジュニア芸術文化活動 

環境の整備 →文化振興課 

②文化財の保護・活用と民俗芸能の伝承 

③埋蔵文化財発掘資料の整理と活用 

④様々な芸術文化に触れる機会の提供など魅力ある美術館活動の推進 

⑤歴史資料の保存と活用・普及活動の推進 

⑥馬高・三十稲場遺跡、八幡林官衙遺跡、荒屋遺跡の整備と活用 →科学博物館 

  

６ 市民が自らスポーツを楽しみ、健康で生きがいを感じるまちづくりの推進 
①学校体育と地域スポーツ活動の連携、中学校部活動の地域展開を契機とした 

ジュニアスポーツ活動環境の整備 

②興味・関心に応じたスポーツ参加機会の充実 

③ジュニア選手の育成・強化と継続したトップ選手の育成・強化の推進 

④コミュニティスポーツ推進組織の活動支援 

 

７ 人権・同和問題の市民意識啓発 
人権の尊重や同和問題など啓発活動の推進（社会同和教育研修会など学習機会の提供等） 

→人権・男女共同参画課、中央公民館 

・・・基 本 方 針・・・ 

市民の意欲を引き出す多彩なまなびの場づくり、 

まなびを地域に活かす人づくりの推進 

地域政策部地域コミュニティ担当 

子ども政策課、 
まちなかキャンパス長岡 

科学博物館 

中央図書館 

スポーツ振興課 

資料 1-1 



■令和８年度　長岡市社会教育の基本方針に基づく社会教育事業

１　市民の自主的な学習活動の支援

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

人材バンク「まちの先生」 文化振興課
市民の学びのニーズに応え、多彩な学びを実現することを目的として、自分の知識、
経験を教えたい、役立てたいというまなびの意欲にあふれる人材を講師として登録し
（延べ141人・団体登録※R8.5.8現在）、市HPで紹介するもの。

生涯学習ガイドブック 文化振興課
市内で様々な分野において自主的に活動する、600団体・サークル（※R8.5.8現在）
を市HPで紹介するもの。新しく何かに挑戦したい方や仲間づくりをしたい方等の問
合せに答えている。

レファレンス（調査相談）
支援

中央図書館

■目的
市民の調べものに必要な図書を探す調査支援の充実を図る。
■内容
図書館の本やデータベースを使って、調査研究に必要な本や文献を案内する。
サービスについて図書館の広報誌やフェイスブックで紹介するほか、調べ方案内（パ
スファインダー）を提供。

取次所（利便性の向上） 中央図書館

■目的
市民の利便性を図る。
■内容
図書館から遠い地域８か所に取次所を設置。予約図書の受取や返却図書の預かり
を行う。

③博物館の資料活用と情報発
信

展示及び普及活動
（常設展示）
（出版物作成）
特別・企画展示

科学博物館

・年間を通じて各種普及活動を実施し、市民が自然・歴史・文化に触れる機会を提供
する。
・HPやSNS、出版物（博物館報、研究報告）を通じて、博物館活動を広く周知する。
・常設展示や企画展により、新規収蔵資料や博物館の研究成果の公開、時節にあっ
た話題の展示による情報発信を行う。常設展示では豊富な資料で長岡の自然と歴史
を紹介し、市民の地域の自然と歴史への興味関心を高める。

①人材バンク「まちの先生」や、
生涯学習ガイドブックを通じたま
なびの情報提供

②課題解決に向けた図書館資
料及びサービスの充実と利便性
の向上

資料１－２
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２　多彩なまなびの提供と人材育成

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

①多様化する市民のまなびの
ニーズやステージに応じ、高等
教育機関や企業などと協働し
た、既存の生涯学習や社会教
育の枠にとらわれない各種講座
の充実

まちなかキャンパス長岡
事業

まちなかキャンパス
長岡

【目的】
・多様化する学びのニーズに対応するため、４大学１高専と市民等の豊かな知的資
源を活かした「学びの場」を提供する。
・まちなかキャンパス長岡での学びを通して、学んだことを地域や社会に還元する人
材の育成を目指す。
【内容】
・市内４大学１高専と連携し、まちなかカフェ、まちなか大学、まちなか大学院など、市
民の学びのニーズやステージに応じ、ステップアップできる講座を企画・運営してい
る。
・講座を実施したいという市民等をサポートし、特色を生かした講座を実施している。

地域学びコーディネー
ター講座

中央公民館

・コミュニティセンターなどで社会教育事業を展開していくため、地域課題に対応した
講座の企画・運営を担う人材を育成する講座を開催する。
・２年間で４分野（行政、実務、事例、教養）、全22講座（１年間11講座）を実施。「実
務」では、受講者が課題解決に向けた講座を企画運営する実践的な「受講者企画講
座」を実施する。

まちなかキャンパス長岡
事業

まちなかキャンパス
長岡

【目的】
・多様化する学びのニーズに対応するため、４大学１高専と市民等の豊かな知的資
源を活かした「学びの場」を提供する。
・まちなかキャンパス長岡での学びを通して、学んだことを地域や社会に還元する人
材の育成を目指す。
【内容】
・学びを主体的に考える「まちなか大学院」では、ディレクターの指導のもと、テーマ
について各自が課題をみつけ、個別研究を行い、発表する。その学びの中で仲間を
つくり、今後のそれぞれの活動につなげてもらう。

②学んだ成果を地域に還元で
きる人材の育成
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３　世代を超えた交流と、市民協働による地域力を生かしたコミュニティ活動の推進

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

①コミュニティ活動推進組織の
活性化と体制づくりの支援

コミュニティセンター職員
研修の実施

地域政策部
地域コミュニティ担
当

地域づくりのために、コミュニティセンター職員の意識啓発や研修会の開催及び案内
を行う。

②地域コミュニティ活動の推進

①コミュニティ活動推進事
業補助金の交付
②地域課題解決支援補
助金の交付

地域政策部
地域コミュニティ担
当

①地域活動を推進するため、各地区コミュニティ推進組織に対して活動補助金を交
付する。
②地域の課題解決及びコミュニティ力の強化を図るため、コミュニティ推進組織に対
して、活動補助金を交付する。

③地域における交流・活動拠点
施設の整備

①コミュニティセンター整
備
②町内公民館建設等補
助

地域政策部
地域コミュニティ担
当

①コミュニティセンターの改修・改築を計画的に進める。
②町内公民館の建設・改修に係る費用の一部を補助する。

４　家庭や地域の青少年育成機能の強化と、青少年が自ら主体的に行動できる力の育成

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

放課後の居場所づくり 子ども政策課
地域の協力により、放課後の児童の安心・安全な居場所を提供するとともに、多様な
交流・体験活動の場を提供する。

子ども会等リーダー養成・
地域活動推進事業

子ども政策課
・地域間・世代間交流を通して、小・中学生・高校生等のリーダーを養成する。また、
地区子ども会行事へリーダーを派遣し、地域活動を活発化する。

社会教育振興事業 子ども政策課
PTA事業を推進し、単位PTA（各学校PTA）同士の連携を深め、単位PTAの活動の
充実・発展を図るとともに、児童生徒の健全な成長に寄与する。

まちなかキャンパス長岡
事業

まちなかキャンパス
長岡

市内４大学１高専と市民等の豊かな知的資源を活かした小学生向け、中高生向けの
講座を実施し、学校外の学びの場を提供する。

交流・体験学習活動や地域に
おける青少年育成活動の推進

及び人材育成の充実
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５　文化・芸術を市民の身近なものにするための文化振興と、文化財保護の推進

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

市美術展覧会 文化振興課
・６部門（日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真）の公募展
・創作活動の発表の場を提供するとともに、生活の中に美術を味わう楽しさの普及に
寄与する。

「市民音楽祭」
開催支援

文化振興課
・市民参加型の音楽祭を開催することにより、市民の音楽文化活動の普及振興を図
る。
・本市は補助金による財政的支援を行う。

地域文化振興事業 文化振興課
・地域の文化振興を目的として、各種発表会の開催や文化団体の育成を推進し、誰
もが気軽に参加できる環境を整え、文化芸術活動の活性化を図る。

「Nagaoka Summer Music
Fes.」開催支援

文化振興課
・次世代を担う子どもたちを中心に、音楽をはじめとした様々な文化に触れる機会を
提供する。
・本市は補助金のよる財政的支援、広報の協力等を行う。

ジュニア文化芸術活動支
援

文化振興課
・中学校部活動の地域展開に伴い、中学生の芸術文化活動を支援するため、音楽
活動に親しむ中学生の演奏技術向上と交流を目的とした交流会の実施や地域クラ
ブの指導者等の人材を育成するための技術講習会を実施する。

ジュニア文化芸術活動環
境整備事業

文化振興課
・中学校部活動が地域クラブ活動へと移行する過渡期において、文化芸術活動の機
会を提供するとともに、その受け皿となる団体を支援する。

文化活動体験会 文化振興課
・中学校部活動の地域展開に向けた環境整備の一環として、小学生が多様な文化
部活動種目を体験できる機会を提供し、文化芸術への興味関心を醸成する

①市民の主体的・創造的な文化
活動への支援、中学校部活動
の地域展開を契機としたジュニ
ア芸術文化活動環境の整備
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重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

郷土民俗芸能公演会 科学博物館
・郷土民俗芸能公演会を開催し、民俗芸能の魅力や文化を後世に伝えることの大切
さを発信する。

文化財保護事業 科学博物館
・指定文化財の保存管理、修復等についての指導、助言等
・文化財等の顕彰説明板、標柱の整備
・指定等候補文化財の調査研究

③埋蔵文化財発掘資料の整理
と活用

遺跡発掘調査 科学博物館
・開発予定地における埋蔵文化財を保護するために実施した遺跡調査の出土遺物
や記録類の整理、保存管理を行う。調査成果は博物館等の展示等に活用する。

④様々な芸術文化に触れる機
会の提供など魅力ある美術館活
動の推進

栃尾美術館展覧会事業
及び普及事業

中央図書館

■目的
展覧会での美術鑑賞や講座等での創作体験を通じて、市民が美術と触れ合う機会
を提供する。
①展覧会事業
「館所蔵品展」（4/1-6/21）
「美しき蝶の世界展」（7/18-9/6）
「菊盛記念美術館展」（9/19-11/15）
「第20回ながおかのこども作品展」（12/2～1/31 ）
②普及事業：夏休みこども造形講座７・8月、ほか随時ワークショップ・講座等を開催

古文書解読講座 中央図書館

■目的
歴史文書館が所有する郷土資料を活用し、郷土長岡の歴史の魅力を知り、読み解く
力を育てる。
■内容
歴史文書館の所蔵資料等をテキストにして、郷土長岡の江戸時代のすがたを古文書
に書かれた文字を解読することで読み解く「古文書のいろは」（初心者向け）、「古文
書に見る長岡のすがた」（経験者向け）を開催する。

長岡市史双書を読む会 中央図書館

■目的
歴史文書館が編集した刊行物を活用し、郷土長岡の歴史を理解し、長岡の未来を
創造する活力を醸成する。
■内容
長岡市史双書№45『山本五十六の書簡』をテキストにして、近代長岡の魅力を探る。

⑥馬高・三十稲場遺跡、八幡林
官衙遺跡、荒屋遺跡の整備と活
用

国指定史跡の整備と活用 科学博物館
・史跡の保存管理
・史跡公園等の整備を行い、市民が文化財や地域の歴史を学ぶ機会を提供する。

⑤歴史資料の保存と活用・普及
活動の推進

②文化財の保護・活用と民俗芸
能の伝承
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６　市民が自らスポーツを楽しみ、健康で生きがいを感じるまちづくりの推進

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

①学校体育と地域スポーツ活動
の連携、中学校部活動の地域
展開を契機としたジュニアス
ポーツ活動環境の整備

こどもスポーツチャレンジ
（旧　夢づくりスポーツ）

スポーツ振興課
市内小・中学生を対象に「熱中！感動！夢づくり教育」の一環として、長岡市スポー
ツ協会及び競技団体と連携し、競技力の向上やスポーツへの興味・関心をさらに高
めるプログラムを提供

②興味・関心に応じたスポーツ
参加機会の充実

・スポーツ・レクリエーショ
ン教室の開催
・ささえるスポーツ体験活
動

スポーツ振興課

・市民の興味・関心に応じた運動機会を提供するため、市スポーツ協会が公共施設
等を活用して、スポーツ・レクリエーション教室、エアロビ等のフィットネス教室を開催
・スポーツへの関わり方として「する」「みる」に加え、「ささえる」という選択肢も選べる
ようにしていくため、中学生～大学生を対象に、スポーツイベントを運営スタッフとして
体験する機会等を提供

③ジュニア選手の育成・強化と
継続したトップ選手の育成・強化
の推進

指定種目強化事業 スポーツ振興課
小学生から高校生までのジュニア層の発掘、育成、強化システムを構築し、選手の競
技力向上を図るため、練習会、合宿・合同練習会、研修会を開催（スポーツ振興課
委託業務）

④コミュニティスポーツ推進組織
の活動支援

ユニバーサルスポーツ普
及推進事業

スポーツ振興課
地域住民の自主的なスポーツ活動を推進することを目的に、市内団体が実施するユ
ニバーサルスポーツの取組みを補助金支援。

７　人権・同和問題の市民意識啓発

重点施策 事業名 担当課 事業目的・内容

人権教育、同和教育研修
会

中央公民館
差別や偏見のない明るい社会づくりを目的に、人権・同和問題を正しく理解し、市民
への啓発を進めるため、研修会を実施。

人権啓発の推進
人権・男女
共同参画課

人権を尊重し大切にする心を持ち、人権問題を自分自身の問題としてとらえられるよ
う、啓発活動を実施

①人権の尊重や同和問題など
啓発活動の推進（社会同和教
育研修会など学習機会の提供
等）
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令和８年度社会教育委員が参加参画できる事業、イベント

No. 種別 ⽇時 事業名称 内容 参加要件 備考

1 参加 ５⽉〜12⽉ 地域学びコーディネーター講座
地域課題に対応した講座作りができる
⼈材を育成する講座

既に受講決定された者

別添「第４期【⼆年次：
発展講座】カリキュラ
ム」のとおり
⾒学のみ可

2 参加 R8.7.4 ⼈権教育、同和教育研修会 ⼈権、同和に関するDVD上映と講演会 要申込 申込〆切 6/30

3 参画
Ｒ8.10.30〜11.1
Ｒ8.11.21〜11.22

中央公⺠館作品展
中央公⺠館で活動している団体が出展
する作品展・体験コーナー

お⼿伝い募集中
来場だけでも可

⼊場料無料

4 参画 いつでも ⼈材バンク「まちの先⽣」
特技や知識を持つ⼈を「まちの先⽣」
として登録し、市⺠に紹介する

申込〜審査あり

5 参画 いつでも ⽣涯学習ガイドブック
市内で活動している団体・サークルを
HPで紹介する

要申込

6 参加 R8.6.14 ⼦どもフェスティバル
⼦ども会や親⼦を対象に、異年齢や異
地域、少年団体との交流を図る。

特になし アオーレ⻑岡で開催

7 参加 R8.6頃 みんな友達
⼩学⽣４〜６年⽣を対象に、交流・体
験活動を通して、⼦どもたちのリー
ダーを養成する。

特になし
Ｒ７年度は、トレッキン
グ、Eボート体験

8 参加 R8.8頃 サマーキャンプ
⼩学⽣５〜６年⽣を対象に、２泊３⽇
の交流・体験活動を通して、⼦どもた
ちのリーダーを養成する。

特になし
会場は、県⽴少年⾃然の
家など

9 参加 R8.11頃 みんな友達
⼩学⽣４〜６年⽣を対象に、交流・体
験活動を通して、⼦どもたちのリー
ダーを養成する。

特になし
Ｒ７年度は、餅つき、ク
ラフト

資料２



No. 種別 ⽇時 事業名称 内容 参加要件 備考

10 参加 R8.7.26 Nagaoka Summer Music Fes.
⾳楽をはじめとした様々な⽂化に触れ
る機会を提供する。（会場：⻑岡リ
リックホール）

特になし（⼀部有料。
料⾦検討中）

R5まで実施した「アフィ
ニス夏の⾳楽祭」から⽣
まれた組織の枠組み等を
継承した市⺠有志発案の
イベント

11 参加 R8.10.4 市⺠⾳楽祭
市⺠参加型の⾳楽活動の発表会。（会
場：⻑岡リリックホール）

特になし（⼊場料500
円）

毎年テーマを決めて実施
している。今年のテーマ
は「⼦どもと⾳楽」。

12 参加 7/2〜7/5 市⺠写⽣会 作品展
市⺠から参加を募った写⽣会（5/10 実
施）で制作した絵画の展⽰会（会場：
アオーレ⻑岡交流ホールB・C）

特になし（⼊場無料）
様々な世代の⽅々が参加
しており、多くの⽅から
鑑賞してもらいたい。

13 参加 9/17〜9/23 ⻑岡市美術協会展

美術協会会員（⽇本画・洋画・彫刻・
⼯芸・書道・写真の６部⾨）の作品を
展⽰する。（会場：⻑岡市美術セン
ター）

特になし（⼊場無料）

美術協会のメイン事業の
ひとつ。約120点の協会員
の⼒作が揃うので、⽇頃
の活動の成果を⾝近に感
じてもらいたい。

14 参加 11/3〜11/8 ⻑岡市美術展覧会（市展）

⽇本画・洋画・彫刻・⼯芸・書道・写
真の６部⾨の作品を公募し⼊選作品を
展⽰する。（会場：アオーレ⻑岡ア
リーナ）

特になし（⼊場無料）

昭和３５年から続く美術
の⼀⼤イベントで、出品
者にとっては⽣涯学習の
実践の場でもあるが、近
年、来場者が減少傾向に
あるので広くPRしていた
だきたい

15 参加 R8.8.22
ながおかスポーツ・レクリエー
ションフェスタ2026

キンボール、輪投げ、社交ダンス、レ
クリエーションスポーツなどが楽しめ
るイベント

特になし



No. 種別 ⽇時 事業名称 内容 参加要件 備考

16 参加 R8.4〜R9.3
まちなかキャンパス⻑岡運営協
議会主催講座

4⼤学1⾼専と市、市⺠で構成するまちなか
キャンパス⻑岡運営協議会が企画する各種
講座
・まちなかカフェ(単発講座)
・まちなか⼤学(5回連続)

要申込
まちキャンホームページ
（https://www.machica
m.jp/）

17 参加 R8.9〜10⽉ころ ⻑岡市史双書を読む会
⻑岡の歴史を知ることで、新しい魅⼒
を発⾒する講座

特になし 申込期間9⽉ころ

18 参加 R8.11頃 ⽂化講座 市⺠の⽂学への関⼼を⾼める講座 特になし 申込期間10⽉頃（予定）

19 参加 R8.12頃
図書館資料に親しむ初⼼者向け
講座（全２回）

市⺠の⽂学への関⼼を⾼める講座 特になし 申込期間11⽉頃（予定）



№ 団体の名称 目　　的 事業概要 活動地域

1
長岡市出雲崎町
小中学校ＰＴＡ連合会

ＰＴＡ事業を推進し、単位ＰＴＡ同士の連携を深め単位ＰＴＡの
活動の充実発展を図るとともに、児童生徒の健全育成に寄与
することを目的とする。

学校や家庭における子育ての課題（いじめ・スマホ問題等）
解決に向けた取り組みや、会員の親睦を深めるスポーツ大
会、広報活動など

長岡市全域
出雲崎町

2
長岡市子ども会
連絡協議会

青少年の健全育成を目指し、子ども会相互の連携と親睦を図
り、子ども会活動の活性化を促進する。

研修事業（みんな友だちなど）、交歓・交流事業（子どもフェス
ティバル）、子ども会育成役員研修、リーダー派遣事業など

長岡市全域

3 越路文化協会
越路地域内に組織する文化団体の連絡提携並びに指導育成
を図り、もって越路地域市民の文化の向上に寄与することを目
的とする。

各文化団体主催のもと、展示発表会などを開催している。ま
た１１月には越路公民館との共催により越路文化展を盛大に
開催している。

越路地域

4 小国文化協会
小国地域における総合文化団体として、各種文化団体及び個
人の提携協力と、芸術文化の健全な発展をはかり、もって地域
文化の振興に寄与する。

（１）団体及び会員相互の連絡協調を図る。
（２）発表の機会を設け、発表会展示会等を開催又は協賛す
る。
（３）その他、本会の目的達成に必要な事項を行う。

小国地域

5 寺泊芸術文化協会
寺泊地域における各種芸術文化団体の連絡調整を図るととも
に、芸術文化の振興に努めることを目的とする。

文化芸術の創作活動の成果を発表する文化祭や芸能祭な
どを開催することにより、芸術文化活動への参加意欲を喚起
し、新しい文化の創造を促すと共に、寺泊地域の文化の醸成
に寄与している。

寺泊地域

6 栃尾文化協会

文化芸術の振興と市民の情操教育の高揚を図り、豊かな市民
文化の向上に資する。あわせて文化団体が団結して積極的に
協力し、長岡市の生涯教育文化活動の発展に寄与することを
目的とする。

・市民芸能祭開催（6月）
・とちお祭芸能祭開催（8月）
・機関紙「文協情報」の発行（年2回）
・白鷹町芸文協との交流事業
・とちお文化祭参加

栃尾地域

長岡市社会教育関係団体



(単位：千円）

№ 団体の名称 代表者氏名
R８年度補助金

（予定額）
Ｒ７年度補助金

（交付額）
前年比増
減額

担当課

1
長岡市出雲崎町小中学校
ＰＴＡ連合会

柿本　英信 75 150 -75

2 長岡市子ども会連絡協議会 加藤　仁 2,200 2,200 0

3 越路文化協会 関　勝義 240 226 14

4 小国文化協会 安澤　總夫 295 328 -33

5 寺泊芸術文化協会 高津　　勝 160 160 0

6 栃尾文化協会 大竹　啓一 385 385 0

3,355 3,449 -94

令和８年度長岡市社会教育関係団体補助金

子ども政策課

文化振興課

合　　　　　　計

裏面に団体説明記載

資料3
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R８.５.２５ 

令和８年度 長岡市社会教育委員会 研修計画(案)  

 

 

１「長岡市社会教育の基本方針」＜重点施策＞の理解と取組の見守り《継続》 

・昨年度同様「重点施策 3」に焦点を当て、各委員が 1～2件参加する。 

  

２ 社会教育関連事業の情報を市民に広く届け、学びの機会の活用を促進する。《継続》 

 ・QR コード付きリーフレットの作成（WG）と配布（全員）・Instagram の発信（有志） 

  

３ 長岡市の中央公民館と社会教育の今後について「研究・考察」を行う。《新規》 

① テーマ 

「中央公民館を取り巻く課題の共有と長岡市における社会教育の進め方に関する意

見交換について」 

 

 ② 概要 

   公民館のコミセン化が進む中、社会教育の中核的立場である中央公民館の現状を把

握するとともに、これからの長岡市における社会教育に関する課題を共有するもの 

（※まだ何も決まっていない白紙の状態で、自由な発想から論点の洗い出し（意見交換）を行う） 

 

③ 主な課題 

・中央公民館（＝社会教育施設）として、施設を維持する以外の選択肢はあるのか 

・長岡市にとって、どのように社会教育の振興を図り、他の学びの施設と連携を図る

ことが望ましいのか 

 

④ 実施方法 

・今後、各会議において、このテーマに関する意見交換を行う 

・必要に応じて、知識が不足している事柄に関する説明や視察などを行う 

   （※インプット→アウトプットを繰り返し意見をブラッシュアップしていく） 

・任期の最後（令和９年度第３回）の会議で、その時点での課題と意見を発表する 

 

４ 社会教育のレベルアップを目指した学習会（講演会等）の開催《新規》 

 ① 講演会名 

   「社会教育のレベルアップを目指して」 

～社会教育のエキスパート「中村好江さん」の叡智から学ぼう！～ 

〔重点施策３〕⇒詳細は資料１―１参照 
・世代を超えた交流と、市⺠協働による地域⼒を⽣かしたコミュニティ活動の推進 

資料４ 
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② ねらい 

社会教育に長年携わってこられた中村好江さんをお招きして、その豊富な実績から

学ぶことで、「学び行動する社会教育委員」「社会教育委員として何をすればいいの

か」について考え、それぞれの実践につなげる。 

併せて、地域活動の実践者に対しても、市民の自主活動創出についてのメソッドを

伝達してもらうことで、市民活動や地域の活性化、市民の生きがいづくりや生涯学習

の普及につなげる。 

 

③ 内 容 

・地域リーダーの事業創出や、市民の自主活動創出についてのメソッド伝達をメイン

とする。 

・社会教育委員が地域の活動団体や市民団体等とどのように連携していくことが出来

るのかを学ぶ。 

 

④ 方 法 

・８～１０月頃を予定 

・事前に質問を集約しておき、講演会後に質問タイム等を設けるなど、個別の疑問に

もできるだけ対応していただく。 

 

⑤ 講 師 

中村好江さんは横浜在住で、これまでに、多くの人材育成に携わってこられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中村好江さんプロフィール・指導実績＞ 

プロフィール・資格等 

 ＊L＆Cプランニング・スタジオ 代表 

 ＊シニア・ハマ・カレッジ 代表 

＊一級生涯学習インストラクター（文科省認定） 

＊日本キャリアデザイン学会設立時から正会員 

＊ジェロントロジー・マイスター（「日本応用老年学会」認定） 

＊月刊誌「社会教育」に執筆多数 

指導実績 

 ＊各自治体職員・教育委員会関係の人材育成、地域リーダー育成 

 ＊各地社会福祉協議会理事研修 

 ＊社会教育系各種 NPO における設立支援・人材育成・地域リーダー育成 

 ＊民間上場企業等の能力開発研修 

 ＊玉川大学・日本女子大学における特別講師等大学における講師経験多数 
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⑥ 学習会の対象 

  ア 長岡市社会教育委員 

    （県社会教育委員会のブロック研修に提案（三条・見附・出雲崎）） 

  イ 地域学びコーディネーター講座受講者、修了者 

ウ コミュニティセンター センター長・主事 

  エ その他行政の社会教育関連担当者 

 

 

５ 今後の予定 

時 期 主な内容 

５月２５日(木) 
第 1 回社会教育委員会 

 ・本年度の計画検討 

６月１８日（木） 

ワーキンググループ（※上記２関連） 

「QR コード、インスタの取組みの検討」 

 13：30～ 中央公民館 

８～１０月頃 
自主研修会  

（※上記４参照） 

９～１１月頃 
第２回社会教育委員会 

（※内容未定） 

２～３月 

第３回社会教育委員会 

 ・社会教育関係事業の評価 

 ・本年度のまとめ 

 


